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【
常
設
展
示
室
か
ら
】
今
回
紹
介
し
た
「
御
館
」
の
間
取
り
図
は
、
上
山
城
の
二
階
展
示
室
に
展
示
中
で
す
。
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某
局
の
ド
ラ
マ
の
影
響
に
よ
り
全
国
各
地
で
「
徳

川
家
康
フ
ィ
ー
バ
ー
」
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

上
山
城
に
勤
務
す
る
立
場
と
し
て
は
江
戸
時
代
に

上
山
藩
主
を
務
め
た
藤
井
松
平
家
の
二
代
目
当
主

松
平
信
一
が
こ
の
ド
ラ
マ
に
登
場

す
る
の
か
注
目
し
て
い
ま
す
。
信

一
は
徳
川
家
の
天
下
取
り
に
力
を

尽
く
し
た
人
物
で
す
の
で
、
藤
井

松
平
家
の
知
名
度
ア
ッ
プ（
つ
い
で

に
上
山
市
も
）の
た
め
に
も
、
ち
ょ

っ
と
で
も
い
い
か
ら
出
演
シ
ー
ン

が
あ
れ
ば
と
願
う
毎
日
で
す
。

さ
て
前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
藤
井
松
平
家
の

知
名
度
ア
ッ
プ
の
一
助
に
な
る
こ

と
を
願
い
つ
つ
、
今
回
は
文
政
六

（
一
八
二
三
）
年
十
一
月
、
上
山
の

地
（
現
在
の
上
山
小
学
校
敷
地
内
）

に
完
成
し
た
藤
井
松
平
家
の
邸
宅

兼
藩
の
役
所
で
あ
る
「
御
館
」
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

掲
載
し
た
画
像
は
、そ
の「
御
館
」の
間
取
り
が
描
か

れ
た
図
面
で
す
。部
屋
数
は
凡
そ
七
十
あ
り
、そ
の
他

に
収
納
ス
ペ
ー
ス
が
二
十
ヶ
所
ほ

ど
確
認
で
き
ま
す
。ど
こ
か
ら
か

「
広
い
で
す
ね
～
。
い
い
で
す
ね

～
」
と
い
う
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
声
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

部
屋
の
配
置
で
特
徴
的
な
の
は
、

数
部
屋
が
直
線
的
に
並
び
、各
部

屋
の
襖
を
外
す
と
一
つ
の
広
い
長

方
形
の
部
屋
に
変
化
す
る
造
り

に
な
っ
て
る
と
こ
ろ
で
す
。お
そ

ら
く
、
藩
主
・
藩
士
が
一
堂
に
集

ま
る
場
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
が
、一
番
後
ろ
の
人
は
藩
主

の
姿
が
見
え
た
の
か
心
配
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、部
屋
の
名
称
に
つ
い
て
も
、「
御
寝
間
」（
藩

主
の
寝
室
）・「
御
台
所
」（
調
理
場
）・「
湯
」（
風
呂
）な

ど
使
用
目
的
が
予
想
で
き
る
も
の
か
ら
、「
時
計
之

間
」・「
壁
書
之
間
」な
ど
、何
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か

ピ
ン
と
来
な
い
も
の
ま
で
多
種
多
様
な
も
の
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
建
物
の
中
で
、
日
々
、上
山
藩
主
（
と
家
族
）

と
藩
士
が
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
い
た
と
想
像
す
る
と

ワ
ク
ワ
ク
し
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と

に
、こ
の
「
御
館
」
は
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
十
一

月
に
火
事
で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
建

て
替
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
部
屋
数
が
減
少
す
る
な
ど

シ
ン
プ
ル
な
造
り
変
化
し
て
い
ま
す
。「
そ
れ
は
残
念

で
す
ね
～
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

最
後
に
、
読
者
の
皆
様
に
お
願
い
で
す
。
今
年
は

某
局
の
ド
ラ
マ
と
共
に
藤
井
松
平
家
に
も
注
目
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
し
、
ま
た
、
ま
だ
ま
だ

乾
燥
し
が
ち
な
季
節
が
続
き
ま
す
の
で
火
の
元
に

は
十
分
お
気
を
つ
け
て
日
々
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

●月刊かみのやま巻頭企画

「上山城
お し ろ

」からのたより春・第165号

上
山
城
学
芸
員
の〝
建
も
の
探
訪
〟―
出
羽
国
上
山
  上
山
藩
主
  藤
井
松
平
邸（
御
館
）

（
公
財
）
上
山
城
郷
土
資
料
館
学
芸
員
  
長
 南
 伸
 治

4
蔵王エコーラインが
開通します！
4月21日（金）11:00予定
5月上旬までは、夜間（17:00～翌朝 8:00）
通行止めです。天候や路面状況により、
日中も通行止めとなる場合があります。

45

文政６年作成の藤井松平家「御館」の間取り図（上山市蔵〈個人寄贈〉）



上山がもっと元気に 
なりますように。

私たちは、そんな願いも込めて
山形新聞を毎日お届けしており
ます。
〜新聞をもっと身近に！〜

山新販売㈱　山形市旅篭町2-5-12
山形メディアタワー6F
☎023-635-6111

上山営業所　上山市弁天２丁目
☎023-672-0259

上山南営業所 上山市石崎１丁目
☎023-673-3541

こんな困りごと
ありませんか？

上山市石崎２丁目1番33号
☎023-672-0364

携帯:080-3330-6973

宝 石・メガネ・時 計

タニエ

キッチンカー などの
出店（短期・定期）も、
随時ご相談承ります。

とても便利ですよ！！
かみのやま温泉駅東口
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加
者
の
生
き
生
き
と
音
楽
を
楽
し
む

姿
は
、今
で
も
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。
そ
し
て
音
楽
祭
関
係
者
で
あ
る

私
た
ち
自
身
も
、
大
き
な
喜
び
と
励

ま
し
を
改
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
々
の
喧
騒
か
ら
離
れ
一
日
中
音
楽

に
浸
り
、
空
き
時
間
に
は
上
山
市
内

の
美
味
し
い
処
を
巡
り
、
そ
し
て
夜

に
は
温
泉
。
ま
た
期
間
中
市
内
の

方
々
に「
演
奏
聴
い
た
よ
！
」「
頑
張
っ

て
ね
！
」
と
沢
山
声
を
か
け
て
い
た

だ
く
と
の
こ
と
で
、
こ
ん
な
に
満
た

さ
れ
た
環
境
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。聴
講
に
は
、市
内
だ
け

で
な
く
県
外
か
ら
連
日
・
連
泊
で
音
楽
祭
に
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
る
方
も
多
く
、
中
に
は
こ
の
た
め
に
仕
事
を
調
整
し
全
日
程

滞
在
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
参
加
者
そ
し
て
音
楽

祭
フ
ァ
ン
の
方
々
は
、
音
楽
祭
を
き
っ
か
け
に
毎
年
の
よ
う
に

上
山
を
訪
れ
、地
元
に
顔
見
知
り
が
出
来
た
り
、奏
者
と
交
流
を

持
っ
た
り
と
、音
楽
祭
を
き
っ
か
け
に
繋
が
り
が
で
き
、そ
こ
か

ら
輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
と
て
も
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
の
上
山
音
楽
祭“
ル
・
シ
ャ
ト
ー
か
み
の
や
ま
２
０
２
３
”

は
、４
月
28
日
～
５
月
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。今
回
は
新
企
画

で
上
山
在
住
の
20
歳
以
下
の
方
に
よ
る
「
プ
チ
コ
ン
サ
ー
ト
」、

ま
た
、
や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
音
楽
祭
の
集
大
成

『
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
』
に
は
音
楽
監
督
の
中

木
健
二
と
私
も
出
演
し
、上
山
明
新
館
高
等

学
校
と
山
形
東
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
の

皆
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り

ま
す
。
大
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
は
、
若
い
演
奏

家
と
高
校
生
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
素
晴

ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

毎
年
忘
れ
難
い
ド
ラ
マ
と
な
る
こ
の
音

楽
祭
。
５
月
の
連
休
に
是
非
、
遊
び
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
！

永
 田
 美
 穂

（
上
山
出
身
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

上
山
音
楽
祭
   へ
の
誘
い

「
上
山
は
、
私
に
と
っ
て
第
二
の
故
郷
で
す
。」

上
山
音
楽
祭
を
始
め
た
当
時
、
受
講
生
の
中
か
ら
こ
ん
な
に

嬉
し
い
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
が
出
て
く
る
と
は
想
像
も

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。上
山
音
楽
祭“
ル
・
シ
ャ
ト
ー
か
み
の

や
ま
”
は
今
年
で
７
回
目
を
迎
え
ま
す
。

『
音
楽
を
目
指
す
今
の
学
生
た
ち
は
、
技
術
的
に
と
て
も
優
れ

て
い
る
反
面
、
人
か
ら
の
評
価
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
な
ど
を

気
に
し
す
ぎ
る
傾
向
に
あ
る
。
音
楽
は
そ
も
そ
も
評
価
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
奏
者
と
聴
衆
が
共
に
心
か
ら
楽
し
む
も
の
だ
。

自
然
豊
か
な
上
山
の
地
で
、心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、皆
で

音
楽
を
共
有
す
る
機
会
を
作
り
た
い
』

長
く
住
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
、
日
本
で
学
生
た
ち
と

関
わ
る
中
で
こ
の
よ
う
な
想
い
を
胸
に
抱
い
た
チ
ェ
リ
ス
ト
・

東
京
藝
術
大
学
准
教
授
の
中
木
健
二
氏
の
発
案
に
よ
り
、
音
楽

祭
企
画
が
始
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
企
画
に
賛
同
し
て
く

だ
さ
っ
た
私
の
故
郷
上
山
市
の
方
々
の
多
大
な
る
ご
協
力
の
も

と
、
ゼ
ロ
か
ら
準
備
し
期
間
中
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で
音
楽
を
聴

く
こ
と
が
で
き
る
“
上
山
音
楽
祭
”
が
実
現
し
た
の
で
す
。

こ
の
音
楽
祭
は
、
プ
ロ
を
目
指
す
若
き
チ
ェ
リ
ス
ト
が
主
役

で
す
。
参
加
者
は
小
学
生
～
大
学
院
生
ま
で
と
年
齢
層
は
幅
広

く
、全
国
各
地
か
ら
集
結
し
ま
す
。10
日
間
に
渡
り
、上
山
の
シ
ン

ボ
ル
・
上
山
城
を
メ
ー
ン
会
場
に
、
連
日
行
わ
れ
る
公
開
レ
ッ

ス
ン
、そ
の
他
お
城
、宿
泊
施
設
や
市
立
図
書
館
で
の
ま
ち
な
か

コ
ン
サ
ー
ト
、そ
し
て
ラ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。私

は
ピ
ア
ノ
を
担
当
し
協
力
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
て
お

り
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
毎
日
の
公
開
レ
ッ
ス
ン
で
も
皆

さ
ん
と
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
ま
だ
若
い
と
は
い
え
す
で
に
演
奏
活
動
を
し
て

い
る
方
や
舞
台
経
験
の
あ
る
方
も
多
く
、
実
際
に
演
奏
を
聴
い

た
お
客
様
か
ら
は
よ
く
「
演
奏
し
た
途
端
に
プ
ロ
の
顔
に
な
る
」

と
の
声
を
い
た
だ
き
、
そ
の
演
奏
レ
ベ
ル
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。ま
た
期
間
中
の
奏
者
た
ち
の
成
長
ぶ
り
に
は
、隣

で
演
奏
し
て
い
て
毎
回
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
は
り
試
験
や

コ
ン
ク
ー
ル
の
よ
う
な
「
結
果
」
で
評
価
さ
れ
る
場
で
は
な
く
、

各
演
奏
会
で
お
客
様
を
前
に
演
奏
す
る
こ
と
が
、
プ
ロ
意
識
を

育
ん
で
く
れ
る
の
だ
ろ
う
と
つ
く
づ
く
実
感
し
て
い
ま
す
。

世
の
中
を
大
き
く
揺
る
が
し
た
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
、
音
楽
界

に
も
大
き
な
打
撃
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。本
来
、人
と
喜
び
を
分

か
ち
合
う
は
ず
の
「
音
楽
」
が
そ
の
機
会
を
失
っ
て
し
ま
い
、
学

生
た
ち
も
孤
独
の
中
練
習
を
続
け
、
と
て
も
厳
し
い
時
期
を
過

ご
し
ま
し
た
。

こ
の
“
音
楽
を
楽
し
み
、
分
け
合
う
心
”
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た

上
山
音
楽
祭
は
、
そ
の
根
本
を
取
り
戻
す
大
変
貴
重
な
機
会
で

す
。コ
ロ
ナ
禍
、感
染
対
策
を
行
っ
た
上
で
実
施
し
た
と
き
の
参

’７th



領
国
入
部
は
元
禄
十
二
年
で
す
。「
元
禄
十

二
年
（
一
六
九
九
）
年
七
月
十
日
当
地
八
幡
祭

礼
に
付
き
殿
様
御
入
部
之
御
祝
儀
と
し
て
町

中
在
々
共
に
踊
り
を
仕
組
み
、う
ら
町
法
円
寺

南
隣
屋
敷
に
て
仙
台
よ
り
泉
太
夫

�
�
�

あ
や
つ
り

狂
言

�
�
�
�
�、

新
町
た
た
み
屋
半
内
屋
敷
に
て
は
ひ

わ
ん
太
夫
軽
業

�
�
�
�

芝
居
仕�

�
�
�る

」
と
町
の
様
子
と

と
も
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す（
⑰
）
。

信
通
侯
の
上
山
へ
の
転
封
理
由
を
市
史
は

「
備
中
庭
瀬
は
無
城
な
る
ゆ
え
に
信
通
侯
深

く
こ
れ
を
嘆
か
れ
、（
側
用
人
）柳
沢
侯
の
側
近

細
江
広
沢
に
頼
み
、
柳
沢
侯
の
尽
力
に
て
城
地

を
再
興
せ
し
と
云
々
」
と
、
藤
井
松
平
氏
が
丹

波
篠
山

�
�
�
�

藩
主
だ
っ
た
頃
か
ら
の
家
臣
で
代
々

随
伴
役

�
�
�
�
�
�

を
勤
め
た
森
本
家
十
一
代
秀
晋
の
言

葉
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

名
家
で
あ
る
藤
井
松
平
家
は
、宛�

�
が
わ
れ
る

上
山
領
の
こ
と
を
調
査
し
先
手
を
打
つ
慧
眼

�
�
�
�

を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
前
領
主
代
の
領
内
火

災
や
「
京
枡

�
�
�
�
�・

江
戸
枡

�
�
�
�

」
紛
争
な
ど
密
か
に
内

偵
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
大
名
は
転
封
に

際
し
て
領
内
に
治
政
方
針
を
示
し
ま
す
が
、

信
通
侯
の
場
合
は
入
部
に
先
立
ち
榜
令

�
�
�
�
�
�の

高

札
を
だ
し
、公
儀
法
度

�
�
�

、城
下
治
安
、宿
場
機
能

の
指
針
を
発
し
て
い
ま
す
。『
元
禄
十
（
一
六

九
七
）年
の
榜
令

�
�
�
�
�
�』

①
公
儀
御
法
度
〔
幕
府
の

法
律
〕
を
堅
く
守
る
こ
と
、
②
御
伝
馬

�
�
�

人
足
は

昼
夜
滞�

�
�
�る

こ
と
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、③

怪
し
き
者
を
隠
さ
な
い
こ
と
、
④
博
奕

�
�
�

は
禁

止
、
⑤
新
し
い
商
売
禁
止（
経
済
統
制
）、⑥
町

中
諸
役
は
勤
勉
に
励
め（
普
請

�
�
�

人
足
、
道
路
掃

除
、火
災
に
は
駆
け
つ
け
よ
）、⑦
家
中
侍
、
中

間
・
小
者
、町
人
百
姓
は
身
分
を
弁�

�
�え

て
生
活

せ
よ
」
。
法
令
、
習
慣
法
に
よ
り
制
度
、
治
安

維
持
を
図
る
姿
勢
が
見
と
れ
ま
す
。

※
参
照
文
献
：「
上
山
市
史
」
、「
藤
井
御
傳
記
」
①
、

「
上
山
年
代
略
記
」
②
、
「
上
山
三
家
見
聞
日
記
」
⑰
、

「
森
本
家
文
書
集
」㉘
な
ど
。
年
代
に
つ
い
て
は
資
料
毎

に
多
少
の
異
同
が
あ
る
よ
う
で
す
。

7 6

か
み
の
や
ま
博
物
館
連
絡
会

企 画 展

「五月人形と
刀剣・甲冑展」

■会期 ４月29日（土）～６月４日（日）
※５月４日以外、毎週木曜休館日

■料金 入館料

天
領
地
だ
っ
た
上
山
領
へ
、元
禄
十
年
（
一

六
九
七
）
九
月
十
五
日
付
け
で
備
中

�
�
�
�
�

国
庭
瀬

�
�
�

領
主
藤
井
松
平
氏
信
通
侯
に
移
封
命
が
発
せ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
藤
井
松
平
氏
の
説
明
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
遠
祖
松
平
長
親

�
�
�
�

・
信
忠

�
�
�
�

の
直
系
に

徳
川
家
康
が
お
り
、
長
親
か
ら
別
れ
た
信
忠

の
弟
利
長

�
�
�
�

が
藤
井
松
平
の
流
れ
に
な
り
ま
し

た
。
三
河
国
碧
海

�
�
�

郡
藤
井（
現
在
の
愛
知
県
安

城
市
藤
井
町
）に
住
し
た
長
親
の
五
男
利
長
を

祖
と
し
、

藤
井
松
平

七
代
が
信

通
で
す
。

松
平
（
徳

川
）
家
の

元
祖
は
清

和
天
皇
を

源
流
と
し
、得
川
姓
も
名
乗
っ
た
よ
う
で
す
。

関
ヶ
原
の
戦
い
で
勝
利
し
江
戸
幕
府
を
開
い

た
徳
川
家
康
の
一
族
に
あ
た
り
、徳
川
姓
は
家

康
家
の
み
と
し
、一
族
諸
家
は
松
平
姓
に
留
め

ま
し
た
。「
十
八
松
平（
十
八
公
）」
と
称
さ
れ

る
諸
家
は
家
臣
格
「
譜
代

�
�
�

」
と
し
て
全
国
に

序
し
ま
し
た
。

藤
井
松
平
家
五
代
信
之

�
�
�
�（

老
中
、
大
和
郡
山

�
�
�
�
�
�
�
�

藩
九
万
石
）の
長
男
六
代
忠
之

�
�
�
�

は
下
総

�
�
�
�

国
古
河

�

�

藩
主（
八
万
石
余
）で
し
た
が
、父
信
之
は
死

の
前
に
二
男
信
通
に
一
万
石
を
分
与
し
大
和

興
留

�
�
�
�（

奈
良
生
駒
郡
）に
封
じ
さ
せ
ま
し
た
。

兄
の
忠
之
は
陽
明
学
者
熊
沢
蕃
山

�
�
�
�
�
�
�
�

を
父
の
代

か
ら
預
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
藩
の
治
水
干

拓
事
業
で
治
績
を
上
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

蕃
山
の
幕
府
批
判
は
や
ま
ず
、
藩
主
忠
之
は

狂
疾
乱
心
し
死
去
し
ま
し
た
。
藤
井
松
平
家

は
信
通
が
領
地
を
分
与
さ
れ
て
い
た
い
た
た

め
改
易

�
�
�
�

に
な
ら
ず
、
信
通
は
藤
井
松
平
家
の

七
代
と
し
て
家
督
を
継
ぎ
備
中

�
�
�
�
�

国
庭
瀬

�
�
�

藩

（
岡
山
、城
の
な
い
藩
庁
）に
転
封
、
次
い
で

上
山
藩
主
と
な
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
前
号
で
紹
介
し
た
様
に
元
禄
十

年（
一
六
九
七
）
桜
田
門
勤
番
、
同
十
二
年

（
一
六
九
九
）
日
光
祭
礼
奉
行
役
に
つ
く
な
ど

多
忙
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
入
部
に
先
立
ち

「
元
禄
十
年
十
一
月
九
日
信
通
侯
は
下
臣
杉

原
加
兵
エ
、小
池
槙
七
郎
二
人
を
先
発
さ
せ
、

（
上
山
天
領
地
を
）
代
官
諸
星

�
�
�
�

内
蔵
助
、室�

�
七

郎
左
衛
門
よ
り
領
収
せ
し
む
」（
②
）と
あ
り
、

元
禄
十
一
年
五
月
十
一
日
の
項
に
は
「
家
臣

中
山
四
郎
右
衛
門
は
月
岡
城
跡
形
も
な
く
毀�

�

さ
れ
し
を
見
て
、斧
の
音
砕
く
言
の
葉
な
か
り

せ
ば
 月
岡
山
の
花
を
や
見
し
を
」
と
あ
っ
て

領
主
・
家
臣
み
な
が
城
持
ち
を
切
に
憧
れ
て

い
た
心
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

お問合せ・お申し込み

わ
が
町
再
見
『
藤
井
松
平
』
①
 　
藤
井
松
平
信
通
（
２
）
系
譜
と
信
通
侯
入
部

（
水
岸
山
観
音
寺
住
職
）

開  館 9:00〜16:30
休館日；毎週火曜日

藤井松平信通家の家紋
「丸に片喰(かたばみ)」
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「写経会」：毎月第４土曜日９時から
「ご詠歌会」：毎月第１水曜日１時30分から

最上三十三観音第十番
上山三十三観音第一番

水岸山慈眼院観音寺
山形県上山市十日町9—29　電話023-672-1421

◆
連
載
◆

ふ
る
さ
と
へ
の
便
り
 第六
十
七
回

武
　
田
　
幹
　
雄

病
院
食
。
二
百
㌘
の
米
飯
を
半
分
だ
け
食

べ
た
。お
陰
で
約
三
㌔
減
量
に
成
功
し
た
が
、

腹
が
減
っ
て
敵
わ
な
い
か
ら
本
を
読
ん
で
過

ご
し
た
。
術
後
の
一
週
間
、
立
川
談
志
を
読

ん
だ
。
喋
っ
て
面
白
く
て
も
文
字
に
起
こ
す

と
意
外
に
つ
ま
ら
な
く
な
る
の
だ
が
、
さ
す

が
は
談
志
、
面
白
い
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
人

生
経
験
は
幅
広
く
、
知
識
も
付
き
合
い
も
半

端
で
は
な
い
。
参
議
院
議
員
に
最
下
位
で
当

選
し
、
沖
縄
開
発
政
務
次
官
に
な
っ
た
。
と

こ
ろ
が
二
日
酔
い
で
質
問
に
答
え
議
員
を

辞
め
た
。
破
天
荒
極
ま
り
な
く
、
政
治
も
経

済
も
市
井
の
こ
と
も
、
見
事
に
ぶ
っ
た
切
っ

て
見
せ
た
。
後
継
者
を
探
し
て
み
た
が
見
当

た
ら
な
い
。
爆
笑
問
題
の
太
田
光
が
束
に
な

っ
て
か
か
っ
て
も
適
わ
な
い
く
ら
い
凄
い

落
語
家
だ
っ
た
。
 

読
ん
だ
の
は「
遺
稿
」ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
溢

れ
る
小
咄
を
一
つ
。

高
齢
の
父
親
を
息
子
が
施
設
に
入
れ
た
。

心
配
に
な
っ
て
様
子
伺
い
に
出
か
け
る
と
、

車
椅
子
に
乗
っ
た
父
親
が
右
に
傾
け
ば
左

に
、左
に
倒
れ
れ
ば
右
に
と
い
う
心
配
り
。す

っ
か
り
安
心
し
た
息
子
は「
お
父
さ
ん
、い
い

施
設
で
良
か
っ
た
ね
」
と
い
う
と
父
親
は

「
お
陰
で
ゆ
っ
く
り
屁
も
出
来
ね
え
」

お
あ
と
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
。

東
京
・
狛
江
で
起
き
た
強
盗
殺
人
事
件
。

容
疑
者
が
逮
捕
さ
れ
た
。
あ
ろ
う
こ
と
か
比

国
の
入
管
収
容
所
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て

悪
事
を
働
い
て
い
た
四
人
も
捕
ま
っ
て
全
容

の
解
明
が
待
た
れ
る
。悪
事
は
バ
レ
る
の
だ
。

テ
ン
モ
ウ
カ
イ
カ
イ
ソ
ニ
シ
テ
モ
ラ
サ
ズ
、

天
の
網
は
広
く
て
粗
い
が
悪
人
は
漏
ら
さ
ず

召
し
捕
る
。

そ
れ
で
も
漏
れ
る
も
の
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。

前
立
腺
の
手
術
で
一
週
間
、入
院
し
た
。以

前
に
も
体
験
し
た「
尿
閉
」深
夜
か
ら
早
朝
に

二
度
、救
急
病
院
に
世
話
に
な
り
、強
く
手
術

を
勧
め
ら
れ
た
。簡
単
に
言
え
ば「
前
立
腺
肥

大
症
」
正
常
な
前
立
腺
は
ピ
ン
ポ
ン
玉
大
の

大
き
さ
だ
が
、
何
倍
か
に
肥
大
し
て
尿
道
を

圧
迫
、尿
が
出
に
く
く
な
っ
て
い
た
。前
立
腺

を
例
え
て
い
う
と
小
さ
な
ミ
カ
ン
。
中
の
実

の
部
分
が
肥
大
し
て
パ
ン
パ
ン
に
な
っ
た
状

態
。
そ
こ
で
実
を
削
っ
て
ス
カ
ス
カ
に
し
尿

道
を
楽
に
し
て
あ
げ
る
。そ
う
い
う
手
術
。排

尿
障
害
は
、頻
尿
か
ら
、尿
が
し
た
い
と
思
う

と
我
慢
で
き
な
い
・
漏
れ
る
と
い
う
切
迫
性

尿
失
禁
な
ど
の
症
状
が
出
る
良
性
の
疾
患
。

そ
の
全
く
不
良
の
状
態
が
尿
閉
だ
。
手
術
は

全
身
麻
酔
。「
麻
酔
か
ら
覚
め
な
か
っ
た
ら
」

と
不
安
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
見
透
か

す
よ
う
に
「
寝
て
い
る
う
ち
に
済
み
ま
す
か

ら
、簡
単
で
楽
で
す
よ
」な
ど
と
医
師
は
こ
と

も
な
げ
に
言
う
。

手
術
台
に
乗
せ
ら
れ
て“
俎
板
の
鯉
”麻
酔

で
あ
っ
と
い
う
間
に
意
識
が
な
く
な
っ
た
。

尿
道
か
ら
内
視
鏡
を
挿
入
し
、
ホ
ル
ミ
ウ

ム
・
ヤ
グ
レ
ー
ザ
ー
と
い
う
の
を
用
い
ミ
カ

ン
の
実
を
皮
か
ら
剥
が
す
よ
う
に
削
り
取
っ

た
ら
し
い
。
剝
が
し
た
実
を
膀
胱
の
中
に
落

と
し
、
細
か
く
切
除
し
て
体
外
に
取
り
出
す

と
い
う
一
連
の
手
術
で
、
取
り
出
し
た
ミ
カ

ン
の
実
は
小
さ

な
ジ
ャ
ム
の
瓶

い
っ
ぱ
い
に
な

る
量
だ
っ
た
そ

う
だ
。
そ
れ
を

病
理
検
査
し
て

が
ん
細
胞
の
有

無
を
判
定
す
る
。

頻
尿
と
か
尿
漏
れ
と
か
、
前
兆
は
確
か
に

あ
る
の
だ
が
、
前
立
腺
が
ん
を
切
除
し
た
友

人
が
声
高
に
言
う
の
は
血
尿
の
サ
イ
ン
。
実

際
、何
度
か
経
験
し
た
が「
過
労
の
せ
い
」で

済
ま
せ
て
い
た
。
一
度
で
も
血
尿
が
出
た
ら

精
密
検
査
を
お
勧
め
す
る
。

退
院
後
二
、三
ヶ
月
は
尿
漏
れ
対
策
。こ
れ

ば
か
り
は「
天
網
恢
恢
…
」と
は
い
か
ず「
疎

に
し
て
漏
れ
る
」
そ
れ
も
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で

漏
れ
る
。そ
れ
用
の
物
を
買
っ
て
き
た
。紙
パ

ン
ツ
も
最
近
は
意
外
に
快
適
だ
。

（
上
山
出
身
：
千
葉
市
在
住
）
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アライ美容院アライ美容院

泡エステで10歳、
若返りませんか！

♡ニキビ・
吹き出物

♡シミ・小じわ
♡アトピーなど

♡毛穴の黒ずみ
♡手の荒れ

♡美白・
リフトアップ

ムース♥デコ

特許取得
原点に戻った新発想

他店にはないメニュー！

SOPHIA
tel&fax. 023- 673- 0517

上山市南町2-7

SOPHIA
tel&fax. 023- 673- 0517

上山市南町2-7

私の春、来たよ。 異
次
元
の
少
子
化
対
策
と
い
う
の
で
期

待
し
て
い
た
ら
、
相
も
変
わ
ら
ず
誰
に
ど
れ

だ
け
配
る
か
の
議
論
に
な
っ
て
い
て
、
た
め

息
が
出
る
。「
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
を
社
会
全
体
で
整
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
な
ん
て
お
題
目
を
、
も
う
何
十
年
も

聞
い
て
い
る
。

男
性
の
育
休
取
得
と
か
女
性
の
家
事
負

担
軽
減
と
か
、
ま
る
で
結
婚
や
子
育
て
は
リ

ス
ク
の
よ
う
だ
。
出
産
休
暇
は
女
性
し
か
取

得
の
し
よ
う
が
な
い
が
、
育
児
休
暇
は
端
か

ら
「
先
ず
は
女
性
が
当
然
」
と
思
い
込
ん
で

い
る
。
同
時
に
一
緒
に
取
得
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
が
一
番
だ
。
そ
し
て
最
低
一
年

間
の
休
暇
の
後
、
誰
も
が
ス
ム
ー
ズ
に
社
会

に
復
帰
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
れ
ば

良
い
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
に
来
て
、
い
き
な
り
同
性

婚
を
容
認
す
る
と
か
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
権
利

を
守
る
法
律
を
整
備
し
な
け
れ
ば
と
い
う

話
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
G7
サ
ミ
ッ
ト
の

前
に
、
そ
れ
を
や
っ
て
お
か
な
い
と
先
進
国

の
仲
間
で
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
ら

し
い
。
ま
る
で
攘
夷
と
息
巻
い
て
い
た
の

に
、
い
き
な
り
文
明
開
化
を
謳
っ
て
洋
装
で

鹿
鳴
館
の
社
交
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
よ
う
に

「
文
明
国
」
と
並
ぶ
こ
と
が
大
事
な
よ
う
だ
。

そ
の
前
に
や
る
こ
と
あ
る
で
し
ょ
。
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
は
、
男
性
や
「
戸
籍
上
は
男
性
」
が

含
ま
れ
て
い
る
問
題
だ
か
ら
「
夫
婦
別
氏
は

女
の
ワ
ガ
マ
マ
」
と
一
蹴
し
て
い
た
頭
の
堅

い
オ
ジ
サ
ン
た
ち
も
無
視
で
き
な
く
な
っ

た
の
か
も
。
夫
婦
が
選
択
的
に
別
氏
を
名
乗

れ
る
な
ら
ば
、
一
人
っ
子
同
士
、
跡
取
り
同

士
で
も
躊
躇
な
く
結
婚
で
き
る
。「
伝
統
的

な
家
族
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
子
ど

も
の
氏
は
同
一
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」？
夫
婦
と
も
に
家
系
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
た
く
さ
ん
子
ど
も
を
産
ん
で
氏
の
違

う
両
家
の
跡
取
り
に
す
れ
ば
い
い
。
ど
の
家

に
も
若
い
世
代
が
い
て
、
老
人
の
一
人
暮
ら

し
も
な
く
な
る
。
空
き
家
も
な
く
な
っ
て
、

荒
れ
果
て
た
無
縁
墓
も
な
く
な
る
。
結
婚
後

に
、
夫
婦
い
ず
れ
か
の
氏
を
選
択
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度
を
採
用
し
て
い

連
載
 随
筆
 �

異
次
元
の
社
会
　

橘
　
 千
 枝

る
国
は
日
本
だ
け
だ
そ
う
。
そ
れ
こ
そ
文
明

国
で
は
な
い
の
で
は
？

今
は
も
う
結
婚
に
こ
だ
わ
る
こ
と
も
違

う
の
か
も
し
れ
な
い
。昔
は「
同
棲
」と
い
う

言
葉
に
隠
微
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
っ
た
が
、

今
は「
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
い
う
良
い
呼
び
方
が

あ
る
。
結
婚
し
な
く
と
も
子
ど
も
は
欲
し
い

と
い
う
人
は
一
定
数
存
在
し
て
い
る
。
自
ら

の
収
入
で
、
き
ち
ん
と
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
は
不
道
徳
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

子
ど
も
に
い
く
ら
手
当
を
配
る
か
を
考

え
る
よ
り
、
扶
養
の
税
金
控
除
率
を
「
異
次

元
」
に
上
げ
れ
ば
済
む
話
。
少
な
く
と
も
三

人
目
か
ら
は
納
税
が
不
要
な
レ
ベ
ル
に
す

れ
ば
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
所
得
の
少
な
い
人
も
結
婚
に
踏
み
切
れ

る
。
い
く
ら
手
当
金
を
も
ら
っ
て
も
、
違
う

と
こ
ろ
で
税
金
が
上
が
る
の
で
は
恐
ろ
し

く
て
産
め
な
い
。
子
育
て
に
必
要
な
経
費
を

計
算
す
る
よ
り
、
生
活
が
安
定
す
る
こ
と
が

最
優
先
な
の
だ
。
子
ど
も
は
社
会
か
ら
の
預

か
り
も
の
。
き
ち
ん
と
育
て
て
社
会
に
送
り

出
す
の
が
親
の
務
め
な
ら
ば
、
社
会
は
そ
れ

に
対
し
て
充
分
な
報
酬
を
与
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
父
に
「
人
を
指
さ
し

て
は
い
け
な
い
」
と
教
え
ら
れ
た
。
さ
す
が

に
今
は
露
骨
に
指
さ
す
人
は
見
か
け
な
く

な
っ
た
が
、
心
の
中
で
指
さ
す
人
は
未
だ
た

く
さ
ん
存
在
す
る
。
性
自
認
や
性
嗜
好
、
障

が
い
の
有
無
な
ど
、
本
人
が
希
望
し
て
そ
う

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
個
性
だ
ろ
う
。
付
き
合
う
こ
と
で
、
内
に

あ
る
偏
見
が
消
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
り
す
る
。

子
ど
も
た
ち
が
「
う
ち
は
マ
マ
だ
け
な

の
」「
私
は
パ
パ
が
二
人
だ
よ
」「
妹
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
の
子
な
の
」。
そ
ん
な
こ
と

を
「
普
通
に
」
言
え
る
社
会
。
各
自
の
人
格

や
価
値
観
を
認
め
合
っ
て
、
誰
も
が
共
生
で

き
る
社
会
こ
そ
が
、
目
指
す
べ
き
「
異
次
元
」

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）
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手づくり洋食を

定休：
木曜日

レ ス ト ラ ン

ご家族連れでどうぞ

駅東口より徒歩5分

ご 商 談 ・ ご 宴 会 に
二階宴会場をご利用下さい

上 山 市 新 湯 6 - 3 4

割り子そば 

石臼挽きそば

そ
れ
ら
の
害
虫
は
人
に
も
家
畜
に
も
に

た
か
り
、
伝
染
病
に
罹
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
畜
舎
か
ら
も
住
ま
い
か
ら
も
今
の
日
本

で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

絶
滅
し
た
訳
で
は
な
い
そ
う
で
す
。
特
に
虱

は
種
類
に
よ
り
頭
髪
、
寝
具
や
衣
類
、
畳
の

隙
間
に
潜
ん
で
お
り
、
就
寝
時
に
人
体
に
侵

入
し
て
吸
血
し
ま
す
。

小
学
生
の
頃
、
授
業
中
に
前
の
人
の
頭
髪

に
虱
が
蠢
い
て
い
る
の
を
見
か
け
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
人
は
『
し
ゃ
み
た
か
り
』
と

揶
揄
さ
れ
、
近
づ
い
た
り
触
れ
る
こ
と
も
避

け
ま
し
た
。
そ
の
駆
虫
方
法
で
す
が
、
当
時

Ｄ
Ｄ
Ｔ
散
布
と
称
し
て
生
徒
全
員
に
、
頭
髪

や
上
着
の
袖
口
か
ら
噴
霧
器
に
よ
っ
て
散

布
さ
れ
ま
し
た
。
女
生
徒
た
ち
は
突
然
白
髪

の
お
婆
さ
ん
に
な
る
の
で
嘲
笑
さ
れ
ま

し
た
。

一
方
、
蚤
で
す
が
、
衛
生
管
理
が
行
き
届

い
た
現
在
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
虱
と
同
様
、
人
畜
の
血
を
吸
っ
て

成
長
し
ま
す
。
し
か
し
、
犬
や
猫
に
よ
り
外

部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
絶
滅
し
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
ペ
ッ
ト
か
ら
ヒ
ト
に

移
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
住
ま

い
で
も
見
つ
か
り
、
す
ば
し
こ
く
そ
の
跳
躍

力
は
体
の
二
百
倍
も
あ
る
か
ら
驚
き
ま
す
。

就
寝
前
に
親
た
ち
が
肌
着
や
寝
間
着
を

囲
炉
裏
の
火
に
か
ざ
し
、駆
除
し
て
く
れ
ま

し
た
。
逃
げ
遅
れ
た
蚤
は
火
中
に
入
る
と

パ
チ
ン
と
大
き
な
音
を
発
し
ま
し
た
。発
見

し
た
ら
掌
か
布
な
ど
で
覆
い
逃
さ
な
い
よ

う
に
囲
っ
て
捕
ま
え
ま
す
。
そ
れ
を
両
手
の

親
指
の
爪
の
間
に
は
め
込
ん
で
潰
し
た
も

の
で
す
。
真
っ
赤
な
血
液
が
爪
に
染
ま
り
ま

し
た
。

こ
の
他
に
も
害
虫
の
筆
頭
と
称
さ
れ
る

ゴ
キ
ブ
リ
も
絶
滅
に
は
追
い
込
め
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
は
３
種
の
害
虫
を
取
り
上
げ
ま

し
た
が
、
我
々
人
類
も
地
球
を
一
つ
の
生
命

体
と
し
て
み
れ
ば
異
次
元
界
で
は
害
虫
と

思
え
て
き
ま
す
。
豊
か
な
生
活
を
求
め
る
こ

と
に
よ
る
自
然
破
壊
、
地
下
資
源
開
発
が
も

た
ら
し
た
二
酸
化
炭
素
の
異
常
な
排
出
、
地

球
は
確
か
に
病
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
は
地

球
温
暖
化
を
加
速
さ
せ
て
い
る
傍
若
無
人

な
人
類
が
害
虫
と
思
え
て
く
る
の
は
姑
息

と
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
頃
の
生
活
あ
れ
こ
れ
❷
＝
ウ
ィ
ズ
害
虫
と
の
闘
い

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
六
十
代
以
下
の
方

は
恐
ら
く
経
験
が
無
い
か
も
知
り
ま
せ
ん
。

気
味
悪
い
話
で
顰
蹙
を
買
う
と
思
い
ま
す

が
事
実
な
の
で
す
。
虫
と
言
え
ば
ま
ず
昆
虫

を
連
想
し
ま
す
が
、
意
外
と
広
範
囲
に
括
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
も
寄
生
虫
で

あ
る
回
虫
は
昭
和
20
年
代
は
多
く
の
人
の

お
腹
に
潜
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
回
虫
と
は
…
。

線
虫
の
類
で
雄
雌
異
体
。
雌
は

雄
よ
り
少
し
大
き
く
、
長
さ
が
成
虫
で
約
30

㎝
、
太
さ
が
５
㎜
で
乳
白
色
。
ど
こ
か
ら
ヒ

ト
の
体
内
に
侵
入
す
る
の
か
は
、
多
く
は
野

菜
か
ら
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

昔
の
農
家
で
は
畑
の
肥
料
と
し
て
人
糞

を
利
用
し
て
い
た
こ
と
は
前
号
で
も
紹
介

し
ま
し
た
が
、
ヒ
ト
の
体
内
で
成
虫
が
卵
を

産
む
と
便
と
し
て
排
出
さ
れ
ま
す
。
生
野
菜

な
ど
き
れ
い
に
洗
わ
な
い
と
卵
が
付
着
し

て
い
る
し
、
洗
っ
て
も
完
全
に
取
り
除
く
の

が
困
難
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
卵
が
胃
や
腸

で
ふ
化
し
て
成
長
し
人
体
に
危
害
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
る
訳
で
す
。
成
虫
が
腸
管
や
胆

管
、
胆
の
う
な
ど
に
頭
を
突
っ
込
ん
だ
り
す

る
と
腹
痛
が
生
じ
ま
す
。
酷
い
場
合
は
腸

閉
塞
を
起
こ
す
と
言
わ
れ
激
し
い
痛
み
を

伴
い
ま
す
。

駆
虫
や
予
防
の
た
め
に
保
健
所
、
病
院
や

医
師
の
指
示
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学

校
で
は
生
徒
が
登
校
前
に
便
を
マ
ッ
チ
箱
に

詰
め
込
ん
で
持
っ
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
当
日
、
保
健
所
職
員
が
来
校
し
持
ち

去
っ
て
検
便
を
行
い
、
後
日
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
陽
性
者
に
は
虫
下
し
と
し
て
サ
ン
ト

ニ
ン
を
服
用
さ
せ
た
も
の
で
す
。
そ
の
サ
ン

ト
ニ
ン
の
原
料
と
な
る
植
物
は
ロ
シ
ア
特

産
の
ヨ
モ
ギ
で
国
外
持
ち
出
し
を
厳
禁
と

し
て
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
我
が
国
に
は
無

く
、
欧
州
産
の
品
種
を
入
手
し
た
こ
と
か
ら

製
薬
会
社
が
独
自
で
開
発
し
ま
し
た
。
ミ
ブ

ヨ
モ
ギ
と
い
う
薬
草
か
ら
サ
ン
ト
ニ
ン
の

結
晶
を
抽
出
し
、
国
産
の
サ
ン
ト
ニ
ン
と
し

て
生
産
さ
れ
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
15
年
、
つ
い
に
回
虫
駆
除
の

特
効
薬
と
し
て
発
売
に
至
り
ま
し
た
。
太
平

洋
戦
争
の
さ
中
、
回
虫
感
染
で
栄
養
失
調
に

苦
し
む
患
者
に
と
っ
て
サ
ン
ト
ニ
ン
の
発

売
は
大
き
な
福
音
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

【
注
】
サ
ン
ト
ニ
ン
は
元
々
化
学
物
質
名
で
あ

り
、薬
名
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

“
蚤�

�

虱�
�
�

馬
の
尿�

�

す
る
 枕
元
”　
松
尾
芭
蕉

が
奥
の
細
道
で
詠
ん
だ
有
名
な
俳
句
で
す
。

こ
の
句
は
本
県
最
上
町
堺
田
の
封
人
の
家

に
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
芭
蕉
が
粗
末
な
待
遇

を
受
け
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を

読
ん
だ
外
国
の
あ
る
女
性
文
学
者
が
、
不
潔

極
ま
り
な
い
俳
句
だ
と
卑
下
し
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
昔
の
農
家
の
様
子
を
思
え
ば
、

人
間
も
家
畜
も
同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
、

家
族
同
然
と
す
る
家
畜
愛
護
の
生
活
を
描

写
し
た
こ
と
を
理
解
し
て
納
得
さ
れ
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

桜
　
井
　
和
　
敏

（
山
形
市
在
住
・
上
山
市
出
身
）
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◆
お
か
げ
さ
ま
で
売
れ
て
ま
す
！

わ
ん
に
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ

「
猫
の
手
マ
ド
レ
ー
ヌ
」

「
わ
ん
わ
ん
ド
ー
ナ
ッ
ツ
」

「
し
っ
ぽ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」
 

上
山
城
登
り
口
☎
六
七
二
—
〇
一
六
九

協賛していただける
スポンサー様を募集
しております。

文化的に潤いのある故郷
づくりに、少しでも寄与出来
たらという願いをこめて、
2001 年 5 月号より発行し
続けております。

ご協賛頂けたら幸甚です。
ご 連 絡 は

▼
☎ 023-672-8581

！
日
本
代
表
選
出
　
半
田
陸

水
沼
常
喜

（
市
内
在
住
）

J1
リ
ー
グ
、
ガ
ン
バ
大
阪
所
属
の
半
田
陸
選
手
は
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
主
催［
キ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
３
］に
フ
ル
代
表
と

し
て
初
招
集
さ
れ
ま
し
た
。試
合
は
、３
月
24
日
に
東
京
、国
立
競
技

場
で
ウ
ル
グ
ア
イ
戦
。３
月
28
日
に
大
阪
、ヨ
ド
コ
ウ
桜
ス
タ
ジ
ア
ム

で
コ
ロ
ム
ビ
ア
戦
に
な
り
ま
す
。

代
表
監
督
で
あ
る
森
保
監
督
は
以
前
か
ら
J1
ク
ラ
ブ
か
海
外
で
活

躍
し
て
い
る
選
手
か
ら
選
ぶ
と
明
言
し
て
い
た
の
で
半
田
選
手
が
現

在
J2
の
モ
ン
テ
デ
イ
オ
山
形
で
ど
ん
な
に
活
躍
し
て
も
選
考
さ
れ
な

い
事
は
分
か
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
J1
の
ガ
ン
バ

大
阪
に
移
籍
し
て
早
々
の
メ
ン
バ
ー
入
り
は
も
し
か
し
た
ら
と
期
待

し
て
い
た
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
と
て
も
う
れ
し
い
事
で
す
。
ち
な
み
に

昨
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
し
た
GK
権
田
選
手
は
所
属
し
て
い

る
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
が
今
シ
ー
ズ
ン
J2
に
降
格
し
た
た
め
メ
ン
バ
ー

入
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
代
表
発
表
記
者
会
見
で
森
保
監
督
は
モ
ン

テ
デ
イ
オ
山
形
在
籍
時
か
ら
注
目
し
て
見
て
い
た
と
言
っ
て
い
た
の

で
ガ
ン
バ
大
阪
移
籍
は
正
解
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
半
田
選
手
の
簡
単
な
経
歴
を
ま
と
め
ま
す
。

２
０
０
２
年
１
月
１
日
生
ま
れ
。
上
山
カ
メ
レ
オ
ン
FC
か
ら
モ
ン

テ
デ
イ
オ
山
形
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
村
山
、
モ
ン
テ
デ
イ
オ
山
形
ユ
ー

ス
を
経
て
２
０
１
８
年
モ
ン
テ
デ
イ
オ
山
形
の
２
種
指
定
選
手
と
な

り
２
０
１
９
年
高
校
生
で
モ
ン
テ
デ
イ
オ
山
形
と
プ
ロ
契
約
を
し
ま

し
た
。公
式
戦
初
出
場
は
２
０
１
９
年
J2
第
13
節
、ホ
ー
ム
戦
ジ
ェ
フ

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉
。

代
表
歴
と
し
て
は
、
Ｕ
-15
、Ｕ
-16
、Ｕ
-17
、Ｕ
-19
、Ｕ
-20
、
Ｕ
-21
、

Ｕ
-23
と
海
外
で
の
活
躍
も
あ
っ
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
き

な
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
時
に
イ
タ
リ
ア

の
名
門
AC
ロ
ー
マ
と
接
触
が
あ
っ
た
と
の
報
道
が
出
て
ま
さ
か
ロ
ー

マ
に
移
籍
す
る
の
か
と
騒
が
れ
ま
し
た
が
AC
ロ
ー
マ
か
ら
の
正
式
オ

フ
ァ
ー
は
無
く
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
と
ガ
ン
バ
大
阪
が
オ
フ
ァ
ー
し
た

よ
う
で
同
じ
Ｕ
-23
代
表
選
手
が
複
数
在
籍
し
て
い
る
ガ
ン
バ
大
阪

に
決
め
た
よ
う
で
す
。

半
田
選
手
は
パ
リ
世
代
と
い
わ
れ
２
０
２
４
年
７
月
に
行
わ
れ
る

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
選
手
の
一
人
で
す
。
当
然
能
力
の
高
い
ラ
イ
バ
ル
も
い
て

の
フ
ル
代
表
招
集
は
素
晴
ら
し
い
！
の
一
言
で
す
。
そ
の
事
に
つ
い

て
森
保
監
督
は
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
最
終
目
標
で
は
な
く
、

そ
の
先
の
フ
ル
代
表（
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
）を
目
指
し
て
い
る
の
で
今

回
の
招
集
は
そ
の
一
つ
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

よ
く
質
問
さ
れ
る
の
で
す
が
、
半
田
選
手
っ
て
ど
こ
が
凄
い
の
か

と
上
山
っ
て
な
ん
で
秋
葉
勝
選
手（
現
、モ
ン
テ
デ
イ
オ
山
形
ジ
ュ
ニ

ア
ユ
ー
ス
コ
ー
チ
）
髙
橋
成
樹
選
手（
現
、Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
代
表
）
と
サ
ッ
カ
ー
選
手
が
多
い
の
か
で
す
。

ま
ず
、半
田
選
手
の
特
徴
で
す
が
、右
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
は
守
備
と
攻

撃
の
起
点
と
な
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す
。
守
備
に
回
っ
た
時
に
相
手
選

手
か
ら
ボ
ー
ル
を
奪
う
技
術
、
シ
ュ
ー
ト
コ
ー
ス
を
消
す
技
術
が
長

け
て
い
る
点
と
、ボ
ー
ル
を
持
っ
た
際
、サ
イ
ド
ハ
ー
フ
の
選
手
や
ト

ッ
プ
下
の
選
手
を
追
い
抜
い
て
攻
撃
参
加
を
す
る
な
ど
相
手
選
手
が

マ
ー
ク
し
き
れ
な
い
判
断
能
力
が
あ
り
ま
す
。
現
代
サ
ッ
カ
ー
で
は

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
で
さ
え
積
極
的
に
攻
撃
の
起
点
と
な
る
高
い
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
を
取
る
チ
ー
ム
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
そ
の
反

面
、
守
備
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
瞬
時
の
判
断
力
が
問
わ
れ
て

き
ま
す
。

上
山
か
ら
プ
ロ
選
手
が
生
ま
れ
る
要
因
は
私
に
も
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
。特
に
サ
ッ
カ
ー
熱
が
強
い
町
で
も
な
い
で
す
し
、
設
備
の
整
っ

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
訳
で
も
な
い
し
、た
だ
、一
つ
言
え
る
の
は
プ

ロ
に
な
っ
た
３
選
手
共
、
上
山
カ
メ
レ
オ
ン
Ｆ
Ｃ
で
育
っ
た
事
が
そ

の
後
の
成
長
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
指
導
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
恐
る
べ
し
カ
メ
レ
オ
ン
Ｆ
Ｃ
。

こ
れ
ま
で
順
調
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
半
田
選
手
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
日
本
代
表
選
手
と
し
て
多
く
を
学
び
、
怪
我
無
く
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
て
、
２
０
２
６
年
開
催
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
活
躍
を
想
像
す
る
と
、
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

ま
す
。
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山形県知事許可「高度管理医療機器
等販売業許可証」取得店
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幕
末
の
上
山
藩
士
金
子
与
三
郎
と
天
童

藩
士
吉
田
大
八
は
若
い
頃
よ
り
仲
が
よ

く
、
一
緒
に
鍋
を
つ
っ
つ
き
な
が
ら
酒
を

酌
み
交
わ
し
、
時
勢
を
語
り
合
っ
て
い
た

と
い
う
。
資
料
に
よ
る
と
嘉
永
六
（
一
八
五

三
）
年
、
大
八
二
十
二
、
与
三
郎
三
十
一
歳

の
と
き
、上
山
城
下
金
子
の
屋
敷
で
二
人

は
「
闇
夜
汁
」
と
い
う
鍋
料
理
を
と
も
に

楽
し
ん
で
い
る
。

そ
の
鍋
は
金
子
の
屋
敷
の
す
ぐ
西
側
を

な
が
れ
る
小
川
か
ら
穫
っ
た
フ
ナ
、
ナ
マ

ズ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
カ
エ
ル
、
ヤ
モ
リ
…
と

い
っ
た
下
手
物
も
ふ
く
め
た
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
食
材
だ
っ
た
と
か
。
部
屋
の
明

か
り
を
消
し
て
ど
ん
ど
ん
鍋
に
入
れ
、
お

お
い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う
の
だ
。

お
互
い
藩
の
重
臣
で
も
あ
っ
た
わ
け

で
、こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
上
山
市
と
天

童
市
を
結
ん
だ「
闇
夜
汁
」
イ
ベ
ン
ト
を
考

案
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。
天
童
に

は
幸
い
先
行
す
る
「
鍋
合
戦
」
が
あ
る
。

伝
記
に
は
当
然
誇
張
や
粉
飾
も
あ
る

が
、
実
際
吉
田
大
八
は
し
ば
し
ば
兄
の
よ

う
に
慕
っ
て
い
た
金
子
与
三
郎
を
上
山
城

下
に
訪
ね
て
い
た
よ
う
だ
し
、
武
術
も
上

山
藩
士
の
増
戸
庄
右
衛
門
に
師
事
し
て
い

た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
虚

偽
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
に
大
八
の
妻

せせ
きせ
は
上
山
藩
家
老
渡
邊
五
郎
左
衛
門
の

娘
。
ま
た
織
田
氏
が
、明
和
四
年
に
起
き
た

山
県
大
弐
事
件（
倒
幕
未
遂
）に
関
わ
っ
た

と
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
上
州
小
幡（
現
群

馬
県
甘
楽
町
）
か
ら
高
畠
に
国
替
え
を
強

い
ら
れ
た
時
の
家
老
吉
田
守
葆
（
大
八
の

祖
父
）の
妻
保
（
や
す
）
は
上
山
藩
士
岩
井

助
作
の
娘
で
あ
っ
た
（
下
図
参
照
）
こ
と

等
々
、縁
は
か
な
り
の
濃
さ
で
あ
る
。

町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
裏
付
け

も
あ
り
面
白
い
素
材
の
よ
う
に
思
え
る
。

さ
ら
に
欲
を
言
え
ば
山
形
藩
家
老
水
野

三
郎
右
衛
門
と
の
繋
が
り
を
検
証
し
、
さ

ら
に
広
域
化（
上
山
・
山
形
・
天
童
）を
模
索

で
き
れ
ば
、
秋
の
大
芋
煮
会
に
次
ぐ
山
形

の
新
た
な
風
物
詩
の
創
出
に
も
結
び
つ
く

か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
下せ
手せ
物せ
うせ
んせ

ぬせ
んせ
で
は
一
般
化
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
メ
ニ
ュ
ー
的
に
熟
考
す
る

必
要
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
…
…
。

*　
　
*　
　
*　
　
*　
　
*

「
闇
夜
汁
」
広
域
イ
ベ
ン
ト
は
い
か
が
 ？

上
　
村
　
　
  昶

さ
て
、
金
子
与
三
郎
は
吉
田
大
八
よ
り

九
歳
年
上
、
年
の
離
れ
た
兄
弟
の
よ
う
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。激
し
い
時

代
の
変
化
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、

国
の
在
り
方
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
っ
た

と
い
う
。

そ
ん
な
二
人
の
出
会
い
は
“
会
っ
て
み

た
い
”
と
い
う
大
八
の
意
を
汲
ん
だ
渡
辺

五
郎
左
衛
門
の
計
ら
い
で
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
、
少
年
時

代
か
ら
二
人
が
出
会
う
た
め
の
接
点
は

多
々
あ
っ
た
。
吉
田
大
八
の
祖
母
の
実
家

と
金
子
与
三
郎
の
屋
敷
は
ま
さ
に
隣
同
士

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
幕
末
期
の
上
山
城
下

絵
図
を
み
る
と
確
認
出
来
る
（
左
図
参

照
）。こ
の
事
実
が
、二
人
の
交
流
の
端
緒

に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

こ
と
で
あ
ろ
う
。

天
童
藩
江
戸
藩
邸
で
生
ま
れ
た
大
八
だ

が
、少
年
時
代
、
天
童
か
ら
上
山
の
親
戚
の

家
ま
で
徒
歩
で
訪
ね
た
り
、
肝
試
し
と
称

し
て
夜
の
仏
光
寺（
天
童
）墓
地
で
遊
ん
だ

り
し
て
い
る
話
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

実
家
や
上
山
の
親
戚
の
家
を
た
び
た
び
訪

れ
、
そ
の
都
度
金
子
与
三
郎
と
も
歓
談
し

て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

《
補
》
観
月
庵
資
料
に
あ
る
「
岩
井
助、
作、
」
と
、
城
下
絵
図
に

あ
る
「
岩
井
助、
八、
」
の
相
違
に
つ
い
て
、
研
究
者
に
よ
る
と
藤
井

松
平
氏
に
仕
え
た
岩
井
姓
は
一、
軒、
き、
り、
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

し
た
が
っ
て
「
助、
作、
」は「
助、
八、
」
の
誤
記
か
、
ま
た
は
「
助
八
」

の
血
脈
の
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
の
こ
と
。
岩
井
家
の

由
緒
書
扣
を
み
る
と
「
助
八
」
と
し
て
代
々
襲
名
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

（
郷
土
史
愛
好
家
）

「
血
潮
凜
烈
吉
田
大
八
」（
観
月
庵
刊
）
よ
り

現
在
の「
武
家
屋
敷
通
り
」



山
形
大
学
教
育
学
部
を
卒
業
し
た
ら
、
誰
も
知
ら
な
い
北
海

道
に
住
む
の
が
夢
だ
っ
た
。

父
に
は
内
緒
で
北
海
道
の
教
員
採
用
試
験
を
受
け
た
。
北
海

道
か
ら
は
合
格
と
同
時
に
、
公
立
高
校
旭
川
高
等
学
校
か
ら
の

採
用
を
い
た
だ
い
た
。

合
格
通
知
が
家
に
く
る
こ
と
に
気
が
回
ら
な
い
程
度
の
世
間

知
ら
ず
、
今
思
う
と
恥
ず
か
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。

し
か
も
、
高
等
学
校
、
大
学
は
奨
学
金
を
借
り
て
の
生
活
で

あ
っ
た
か
ら
、
返
済
が
待
っ
て
い
る
。

だ
い
た
い
、父
に
知
ら
れ
る
こ
と
間
違
い
無
し
。教
育
事
務
所

の
万
年
ベ
ン
チ
を
長
年
務
め
た
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
山
形
県

の
採
用
試
験
も
受
験
し
て
い
た
私
な
の
で
。
選
択
す
る
こ
と
が

出
来
る
と
思
っ
て
い
た
。

父
は
母
に
知
ら
さ
れ
て
、
あ
の
顔
で
に
こ
に
こ
し
て
言
っ
た
。

こ
の
頃
の
父
は
決
し
て
怒
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

「
お
め
で
と
う
、北
海
道
か
…
。授
業
は
き
っ
と
ス
キ
ー
を
や
る

だ
ろ
う
ね
。
お
前
は
ス
キ
ー
は
得
意
で
な
い
な
あ
…
」

そ
の
通
り
な
の
だ
。
ス
キ
ー
を
や
る
に
は
お
金
が
か
か
り
す

ぎ
て
、
必
修
だ
け
し
か
や
れ
な
か
っ
た
。

誰
も
知
ら
な
い
土
地
に
な
ぜ
私
は
あ
ん
な
に
行
き
た
い
と
お

も
っ
た
の
か
…
。

父
は
死
ぬ
ま
で
、上
山
か
ら
山
形
に
通
勤
し
て
い
る
。バ
ス
通

で
あ
っ
た
と
思
う
。

私
は
上
山
中
学
校
時
代
に
初
恋
を
し
た
。
し
か
し
片
思
い
で

し
た
。

三
年
間
、三
回
、組
替
え
が
あ
る
の
だ
が
、そ
の
人
と
は
同
じ
組

の
三
年
間
だ
っ
た
。担
任
は
渡
部
先
生
で
、国
語
の
先
生
で
し
た
。
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有限会社

あ
な
た
の
『
本
』
づ
く
り
を

お
手
伝
い
致
し
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
集
・
紀
行
文
集
・
詩
集
・
歌
集

研
究
書
・
記
念
誌
・
写
真
集
・
画
集
な
ど

な
ん
な
り
と
ご
相
談
下
さ
い
。

［有］スタジオ・ワン
〒999-3145
上山市河崎2-4-23
電 話 023-672-8581
FAX.023-672-8582

（

）

連
載
・「
や
り
た
い
」
こ
と
と
「
で
き
る
」
こ
と
と
の
境

さ
か
い

⑷

大
武
芳
子

（
上
山
市
出
身
）

彼
は
小
学
校
時
代
、
机
を
持
っ
て
私
の
ク
ラ
ス
に
回
さ
れ
た
元

気
の
あ
り
過
ぎ
る
人
で
し
た
。
中
学
生
に
な
っ
て
も
相
変
わ
ら

ず
で
、教
室
の
天
井
に
登
り
、気
に
く
わ
な
い
先
生
の
教
室
で
小

便
を
す
る
な
ど
の
い
た
ず
ら
を
し
て
い
た
。

こ
の
時
代
は
一
学
年
三
百
人
だ
っ
た
が
、
生
徒
た
ち
の
成
績

を
百
番
ま
で
体
育
館
に
貼
り
出
し
て
い
た
。

い
た
ず
ら
も
一
番
な
ら
、
成
績
も
一
番
で
…
先
生
方
は
作
戦

を
た
て
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
難
し
さ
が
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。

三
年
生
に
な
っ
て
、
生
徒
会
の
会
長
や
役
員
を
選
ぶ
時
期
に

な
り
、
そ
れ
な
り
の
仲
間
が
選
ば
れ
た
。

全
校
生
は
、個
性
の
強
い
人
を
選
ば
ず
、誰
が
み
て
も
立
派
な
人

を
選
ん
だ
。
初
恋
の
人
は
ま
る
で
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
変
化

し
て
行
っ
た
。

正
義
感
が
強
く
、ガ
ッ
チ
リ
し
た
体
格
、柔
道
部
の
エ
ー
ス
で
も

あ
っ
た
。
で
も
、
生
徒
会
長
に
は
選
ば
れ
な
か
っ
た
。
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
あ
る
。し
か
し
、誰
が

会
長
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
か
は
覚
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
で

も
、
生
徒
会
の
幹
部
に
な
り
、
放
送
関
係
の
仕
事
に
活
躍
し
た
、

こ
の
事
が
、
一
年
の
仕
事
に
な
っ
て
い
っ
た
。

渡
部
先
生
は
、「
綴
り
方
」
の
指
導
で
は
第
一
人
者
だ
っ
た
、
と

私
が
知
っ
た
の
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
持
っ
て
い
る
力
を
未
来
に
向
け
て
伸
ば
し
て
行

く
…
す
ば
ら
し
い
先
生
で
し
た
。

山
元
村
の
中
学
校
教
師
無
着
成
恭
さ
ん
と
仕
事
仲
間
で
あ
っ
た

渡
部
先
生
は
生
活
綴
り
方
の
教
育
を
通
し
て
人
間
を
育
て
て
く

れ
た
の
で
し
た
。

挿画：村上百花
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「
つ
る
み
石
沼
の
桜
・
権
現
堂
」
２
０
２
３
．
４

権
現
堂
地
区
の
「
ふ
り
そ
で
桜
」
は
有
名
で
す
が
、
こ
の
桜
は
そ

こ
か
ら
北
に
少
し
入
っ
た
畑
地
の
分
か
り
に
く
い
場
所
に
在
り
ま

す
。
し
か
し
”
残
雪
の
山
を
背
景
に
し
た
沼
の
水
に
写
る
桜
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
"は
抜
群
で
す
。
一
昨
年
地
元
の
Ｈ
氏
に
教
え
て
い
た
だ
い

て
漸
く
巡
り
あ
え
ま
し
た
。
遠
景
の
山
が
蔵
王
中
丸
山
と
思
わ
れ
ま

す
。
昨
年
、
市
街
の
桜
が
咲
き
始
め
た
頃
下
見
に
行
く
と
も
う
咲
い

て
い
て
、
急
遽
家
へ
戻
り
道
具
を
持
参
し
て
描
き
始
め
そ
の
後
数
日

楽
し
く
通
い
ま
し
た
。
昨
秋
か
ら
沼
の
改
修
と
、
近
辺
で
蔵
王
噴
火

を
想
定
し
た
防
災
工
事
を
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

〈
お
知
ら
せ
〉

次
の
所
で
カ
ラ
ー
の
絵
を
見
ら
れ
ま
す
。
お
城
の
か
か
し
茶
屋
・
駅
観
光
案
内
所

杉
の
木
は
古
く
な
る
と
中
心
部
か
ら
次
第
に
赤
色
に
な
る
。そ
れ

を
「
ア
カ
タ
」
と
言
っ
て
い
る
。
杉
は
す
べ
て
が
そ
う
な
る
け
れ
ど

柿
の
木
は
そ
う
は
な
ら
な
い
。
め
っ
た
に
な
い
か
ら
貴
重
な
の
だ
。

だ
か
ら
工
芸
品
に
仕
上
げ
る
の
だ
。
い
わ
ば
「
贅
沢
」
品
と
い
う
も

の
で
あ
っ
て
簡
単
に
お
金
で
は
計
れ
な
い
も
の
な
の
だ
。つ
ま
り
そ

の
価
値
観
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
私
は
い
ま
そ
の「
価
値
観
」な
る
も
の
が
お
か
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
阿
部
さ
ん
か
ら
改
め
て
知
ら
さ
れ
た
の
だ
。

茶
匙
な
ど
は
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
を

買
っ
て
使
っ
て
も
足
り
る
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
食
べ
物
に
も
あ

る
。
三
度
の
食
事
の
う
ち
二
度
も
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
で
腹

を
ふ
さ
ぐ
、と
い
う
の
が
そ
れ
と
同
じ
だ
。つ
ま
り
人
間
に
と
っ
て

大
切
な
も
の
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
の
か
が
狂
わ
せ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
「
美
」
と
か
「
感
情
」
と
い
っ
た
も
の
が
忘
れ
去

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

私
は
時
折
そ
の
よ
う
に
思
う
の
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

を
食
べ
て
生
活
し
て
い
る
よ
う
な
人
が
五
百
万
円
も
す
る
よ
う
な

車（
自
動
車
）を
持
っ
て
い
て
い
か
に
も
大
切
な
財
産
の
よ
う
に
し

て
磨
い
て
い
る
の
を
見
た
と
き
に
つ
く
ず
く
と
そ
の
よ
う
な
思
い

が
す
る
。五
百
万
円
と
い
え
ば
、そ
の
よ
う
な
人
に
と
っ
て
は
大
き

な
財
産
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
そ
れ
を
大
事
に
す
る
の
は

い
い
。し
か
し
、そ
れ
が
人
間
に
と
っ
て
最
も
価
値
の
あ
る
財
産
で

あ
る
と
い
う
の
は
お
か
し
く
思
う
。

中
学
生
の
と
き
、
私
は
大
沢
芳
美
先
生
が
よ
く
口
に
さ
れ
て
い

た「
学
問
は
一
生
の
財
産
で
あ
る
」と
い
っ
て
勉
強
を
す
す
め
ら
れ

た
そ
の
言
葉
が
い
ま
だ
忘
れ
ら
れ
な
い
。
と
言
っ
て
も
私
は
学
問

ら
し
き
学
び
を
し
な
い
う
ち
に
米
寿
と
い
う
歳
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、そ
の
言
葉
の
意
味
だ
け
は
忘
れ
ず
に
い
る
。そ
し
て
口
惜
し

く
な
っ
て
、読
ん
で
も
よ
く
理
解
出
来
な
い
藤
原
正
彦
著
の『
名
著

講
義
』
や
鎌
田
浩
毅
著
の
『
座
右
の
古
典
』
な
ど
に
目
を
通
し
て
い

る
け
れ
ど
、人
間
に
と
っ
て
の
最
も
価
値
あ
る
生
き
方
、生
活
と
は

い
っ
た
い
ど
ん
な
こ
と
で
、
何
を
す
る
こ
と
な
の
か
を
黒
柿
の
匙

か
ら
学
び
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。

黒
柿
の
茶
匙
か
ら

佐
藤
藤
三
郎

（
著
述
業
　
農
業
）

「
匙
」と
い
う
こ
と
ば
を
見
聞
す
る
と「
ジ
ャ
ン
バ
ル
ジ
ャ
ン
」の

こ
と
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
そ
の
匙
は
「
銀
の
匙
」
で
あ
る
が
、
あ
る
人

か
ら
「
も
ら
っ
た
匙
」
は
黒
柿
の
茶
匙
で
あ
る
。
そ
の
あ
る
人
と
い

う
の
は
阿
部
好
さ
ん
と
い
う
金
生
に
住
む
大
工
さ
ん
で
年
齢
は
小

生
よ
り
は
ひ
と
つ
若
い
と
の
こ
と
。

八
十
歳
を
越
し
た
の
だ
か
ら
建
築
の
仕
事
は
や
っ
て
お
ら
れ
な

い
が
手
先
で
出
来
る
茶
匙
を
は
じ
め
、
箸
だ
と
か
爪
楊
枝
な
ど
、
細

か
な
そ
う
し
た
作
品
を
精
魂
こ
め
て
製
作
し
楽
し
ん
で
お
ら
れ

る
。
そ
れ
が
と
て
も
上
品
な
の
だ
。

私
は
茶
匙
を
三
つ
、
箸
と
爪
楊
枝
を
い
く
つ
も
い
た
だ
い
た
。

阿
部
さ
ん
と
の
仲
良
し
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
ら
の
作
品
よ
り
も

先
に
薬
草
で
だ
。
氏
は
小
生
が
腰
痛
で
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
知

る
と
早
速
ウ
マ
ブ
ド
ー
の
「
焼
酎
漬
け
」
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
の

だ
っ
た
。
そ
れ
の
縁
か
ら
た
び
た
び
行
き
来
し
交
流
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
工
芸
品
の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
様
々
な
薬
草
の
は
な
し

な
ど
も
お
聞
き
し
、
そ
れ
ら
を
私
も
採
っ
て
作
り
、
飲
ん
だ
り
し
て

い
る
。

先
日
は
阿
部
さ
ん
の
話
に
胸
を
刺
さ
れ
た
。
あ
る
女
性
の
集
ま
り

の
時
に
自
作
の
茶
匙
を
持
参
し
て
販
売
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
を
「
三
百
円
な
ら
買
う
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に

は
さ
す
が
に
阿
部
さ
ん
は
頭
に
来
た
ら
し
く
「
買
っ
て
も
ら
わ
な
く

て
も
い
い
、
た
だ
で
あ
げ
る
」
と
言
っ
た
と
の
こ
と
だ
。

小
生
に
も
そ
の
よ
う
な
体
験
が
何
度
か
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の

こ
と
ば
が
胸
に
染
み
た
の
だ
っ
た
。

ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
で
は
大
根
一
本
が
六
十
円
か
七
十
円
と
い

う
時
が
あ
る
。
そ
う
し
た
と
き
、
そ
ん
な
価
格
な
ら
無
料
で
あ
げ
て

相
手
の
人
の
嬉
し
そ
う
な
顔
を
み
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど
気
持
が
い

い
。
大
根
一
本
が
出
来
る
ま
で
、
そ
し
て
こ
の
店
に
届
け
る
ま
で
に

は
ど
れ
だ
け
手
が
か
か
っ
て
い
る
か
分
る
か
、
と
思
い
、
そ
れ
が
分

ら
な
い
人
に
買
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
も
い
い
、
と
バ
カ
バ
カ
し
く

な
る
の
だ
。
そ
れ
と
阿
部
さ
ん
の
想
い
が
い
っ
し
ょ
だ
か
ら
だ
。

け
れ
ど
、
申
し
訳
な
い
が
阿
部
さ
ん
の
そ
う
し
た
作
品
を
私
は

買
っ
た
こ
と
が
な
い
。「
い
く
ら
で
す
か
」
と
い
う
と
「
あ
げ
る
の

だ
」
と
い
っ
て
金
を
受
け
取
っ
て
く
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
奥

様
ま
で
が
「
あ
げ
た
い
ひ
と
に
あ
げ
る
の
だ
か
ら
」
と
後
押
し
さ
え

す
る
の
だ
。
そ
れ
に
は
小
生
も
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
い
さ
さ
か
な

ら
ぬ
迷
い
が
で
る
。「
い
ら
な
い
」
な
ど
と
い
え
ば
そ
れ
も
ま
た
気

を
悪
く
さ
せ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
思
っ
た
り
す
る
か
ら
だ
。

私
は
茶
匙
は
一
つ
あ
れ
ば
い
い
。
だ
か
ら
そ
れ
を
好
む
だ
ろ
う

と
思
う
人
が
来
た
と
き
に
は
お
あ
げ
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
人
意
外

な
ほ
ど
嬉
し
が
っ
た
。「
黒
柿
」
の
木
な
ん
て
め
っ
た
に
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
そ
の
人
は
よ
く
存
じ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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神
社

上
山
市
松
山
一
ー
一
ー
五
二
鎮
座

社
務
所
☎
〇
二
三
（
六
七
二
）
三
五
二
〇

御
祭
神
　
稲
倉
魂
命

元
旦
祭

一
月
一
日

例
大
祭
　
四
月
二
十
三
日

月
例
祭
　
二
十
三
日

由
緒
沿
革

栗
川
稲
荷
神
社
は
備
中
国
庭
瀬
の
城
主

松
平
信
通
公
が
城
中
守
護
神
と
し
て
奉
祠

さ
れ
、
厚
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
お
社
で
あ

り
ま
す
。

元
禄
十
年
九
月
出
羽
国
上
山
に
国
替
を

命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
松
平
家
の
守
護
神
と

し
て
城
内
に
社
殿
を
造
り
固
い
信
仰
を
捧

げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

大
政
奉
還
の
後
は
現
在
地
の
松
山
高
台

に
勧
請
鎮
座
を
致
し
、
年
を
重
ね
る
毎
に

県
内
は
も
ち
ろ
ん
県
外
よ
り
の
多
く
の
参

拝
者
を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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